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物価高騰支援

子育て支援

バ
ス
（
湯
船
区
間
）
廃
止
う
け
生
活
の
足
は

生活応援
　商品券事業
� 1931万4513円
価格高騰支援
　商品券事業
� 1973万7983円
生活支援
　燃料券事業
� 1649万9220円

子育て応援
　給付金事業
� 160万円
医療費助成事業
� 936万7737円
インフルエンザ予防
　接種助成事業
� 54万7300円

　

令
和
5
年
4
月
か
ら
奈
良
交
通
バ
ス
の

湯
船
区
間
が
廃
止
さ
れ
「
ワ
ヅ
カ
ー
」
が

代
替
に
。
湯
船
で
の
登
録
者
や
利
用
が
増

加
し
ま
し
た
。
一
方
、
他
地
域
で
の
登
録
・

利
用
は
増
え
ず
、
湯
船
で
の
代
替
の
役
割

は
一
定
果
た
し
た
も
の
の
町
全
体
の
生
活

路
線
の
役
割
は
果
た
せ
て
い
な
い
と
し
て
、

運
行
改
善
を
求
め
る
意
見
や
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

物
価
高
騰
へ
の
生
活
支
援

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
た
施
策
と
し
て
商
品
券
や
燃
料
券

を
配
布
。
一
方
、
燃
料
券
配
布
が
大
幅
に

遅
れ
た
事
や
町
独
自
の
財
源
確
保
や
施
策

が
乏
し
い
こ
と
へ
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
を
継
続

　

保
育
料
、
学
校
給
食
費
や
修
学
旅
行
費
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
継
続
。
新

規
に
出
産
子
育
て
応
援
給
付
金
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
町
の
支
援
は
府
内
で
も
先
進

的
で
す
が
、
同
じ
支
援
の
実
施
自
治
体
も

増
え
て
い
ま
す
。
5
年
度
の
出
生
数
は
8

人
と
2
年
連
続
一
桁
に
止
ま
り
、
今
後
の

対
策
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

和束町議会だより

　観光需要回復 に備え事業展開

決算

　

9
月
定
例
議
会
は
10
日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
決
算
認
定
や
令
和
6
年
度
補

正
予
算
、
総
合
保
健
福
祉
施
設
医
療
機
器
購
入
の
契
約
な
ど
町
長
提
案
の
議
案
18
件
を
審
議
し
可
決
。
議
員
提
案
の

意
見
書
は
1
件
を
可
決
、
2
件
を
否
決
し
ま
し
た
。
決
算
認
定
は
19
・
20
日
に
特
別
委
員
会
で
審
議
し
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
を
原
案
通
り
可
決
し
認
定
し
ま
し
た
。

　　コロナ５類移行　　 トンネル開通後を見据え

運行改善が求められる　ワヅカー
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保
健
福
祉
施
設
、景
観
駐
車
場
の
建
設
進
む

　

総
合
保
健
福
祉
施
設
の
整
備
に
約
6.6
億

円
を
支
出
し
、
工
事
が
本
格
化
。
資
材
高

騰
の
影
響
を
う
け
経
費
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

駐
車
場
を
備
え
た
石
寺
景
観
展
望
施
設

の
整
備
工
事
も
始
ま
り
、
5
年
度
に
は
約

6
2
0
0
万
円
が
支
出
さ
れ
ま
し
た
。
駐

車
場
は
、
乗
用
車
27
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

2
台
の
ス
ペ
ー
ス
を
予
定
。

祝
橋
完
成
、
石
寺
橋
整
備
へ

　

祝
橋
の
工
事
が
完
成
し
12
月
に
開
通
。

石
寺
橋
の
架
け
替
え
工
事
も
始
ま
り
ま
し

た
。
府
道
と
の
交
差
点
を
十
字
に
改
良
し

ま
す
。

新
た
な
観
光
拠
点
づ
く
り
？

　

5
年
10
月
に
鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
は
6
年
度
中
の

開
通
に
向
け
、
新
た
な
観
光
拠
点
づ
く
り

と
し
て
「
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

構
想
を
策
定
。「
お
茶
と
観
光
が
融
合
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
内
容
は
不
透
明
で
、
住
民
参
加
と

丁
寧
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

前町長の町葬を実施
　５年６月に亡くなった堀忠雄前

町長の町葬が昨年12月５日に実

施されました。全額公費で約390

万円を支出。町は前町長の功績を称えるためとする一

方、法の下の平等に反する等の意見もありました。

和束町議会だより

　観光需要回復 に備え事業展開

決算

　　コロナ５類移行　　 トンネル開通後を見据え令和５年度
決算

石寺景観展望施設整備工事始まる

令和5年12月に完成した祝橋
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決算特別委員会

Ｑ�　

商
工
会
の
茶
太
郎
は
な

ぜ
9
月
27
日
に
終
了
す
る

の
か
。

Ａ�　

い
っ
た
ん
休
止
の
の
ち

今
年
4
月
に
再
開
さ
れ
た

が
、
厳
し
い
運
営
で
あ
っ

た
と
聞
く
。
車
両
の
償
却

期
間
が
切
れ
る
9
月
27
日

で
終
了
さ
れ
る
。

Ｑ�　

高
齢
者
対
策
の
充
実

の
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る

の
か
。
署
名
活
動
の
動
き

も
あ
る
。

Ａ�　

担
当
課
に
要
綱
策
定

を
指
示
し
、
で
き
る
だ
け

早
く
再
開
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

Ｑ�　

小
中
学
校
や
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
体
育
館
は
、
災
害

時
の
避
難
場
所
だ
け
で
な

く
部
活
動
や
住
民
の
い
ろ

ん
な
活
動
に
使
わ
れ
る
。

空
調
な
ど
の
環
境
整
備
が

不
可
欠
。

Ａ�　

電
源
な
ど
根
本
か
ら
入

れ
替
え
る
に
は
か
な
り
の

経
費
が
掛
か
る
。
計
画
的

な
改
修
が
必
要
と
な
る
。

Ｑ�　

避
難
所
の
案
内
表
示

や
浸
水
域
の
見
え
る
化
な

ど
一
目
で
わ
か
る
よ
う
な

表
示
を
。

Ａ�　

再
点
検
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
検
討
す
る
。

Ｑ�　

茶
源
郷
行
政
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
は
活
用
さ
れ

て
い
る
の
か
。
利
用
率
を

調
べ
る
べ
き
で
は
。

Ａ�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

が
必
須
で
、
知
ら
な
い
人

も
い
る
。
広
報
紙
等
で
啓

発
す
る
。

Ｑ�　

府
道
に
交
通
安
全
灯

が
な
い
区
間
が
あ
る
。
い

つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
。

Ａ�　

今
年
度
3
基
設
置
の

話
が
出
て
い
る
が
、
電
気

代
の
負
担
が
必
要
。
地
元

と
協
議
し
た
い
。

Ｑ�　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
異
変
を
訴
え

た
方
は
い
る
か
。

Ａ�　

接
種
直
後
の
痛
み
や
倦

怠
感
は
把
握
で
き
な
い
。

令
和
4
年
度
に
1
名
副

反
応
に
よ
る
後
遺
症
が
疑

わ
れ
る
事
例
。
関
係
機
関

で
協
議
し
、
令
和
6
年
度

予
算
で
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ�　

が
ん
検
診
に
胃
カ
メ
ラ

を
。

Ａ�　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
が
、
罹
患
率
も
高
く

な
っ
て
お
り
、
受
診
率
向

上
を
目
指
す
。

Ｑ�　

交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
、
ゆ
っ
く
り
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
。
一
体
的

な
施
設
の
検
討
が
必
要

で
は
。

Ａ�　

民
間
の
力
を
借
り
、
担

当
課
が
進
め
て
い
る
。

Ｑ�　

未
収
金
が
若
干
増
え
て

い
る
。
国
保
税
で
資
格
証

明
書
発
行
の
状
況
は
。

Ａ�　

※
資
格
証
明
書
は
現

在
発
行
な
し
。

※�

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
保

税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
主
に

Q&Q&AA

　決算特別委員会では、令和5年度の一般会計及び各特別会計（湯船財産区特別会計は除く。） について「反対」「賛成」それぞれの立場から討論が行われました。
　ここでは、一般会計決算への賛成討論と反対討論を掲載します。

①�生活支援燃料券や価格高騰支援商品券の配付、価
格高騰緊急支援給付事業を切れ目なく実施、また
子育て世帯等への給付金事業など、必要な方に必
要な支援を行い、住民生活の下支えとなる施策を
展開。

②�保健・医療・福祉の総合的な拠点となる総合保健
福祉施設建築工事が進められ、備品の検討など、
供用開始後を見据え取組まれた。

③�大規模事業による起債の償還を見据え、普通交付
税等を可能な限り減債基金に積立て。ふるさと納
税の充実など、安定的な財政運営の継続をめざし、
自主財源の確保に努められた。

④�耐震改修工事が完了した和束保育園での保育が再
開。保育環境の向上を期待する。保育料や医療費、
給食費などの無償化を継続し、子育てしやすいま

ちづくりの取組みを推進し、人口減少や少子高齢
化の解消をめざした。
　その他、新型コロナのワクチン接種体制の構築、
道路改良、「ワヅカー」の実証実験、特産品開発、交
流拠点エリアの整備など、第５次総合計画に掲げる
将来像「和の郷　知の郷　茶源郷 和束」の実現に向
け事業展開された。
　鷲峰山トンネルの開通や中長期的な財政展望を見
据えて着実に事業を進めるとともに、住民の暮らし
を守る取り組みを引き続き実施されることを期待す
る。

※�討論は議員が議案に対する自身の賛成又は反対の意見を表明すること。自分の意見に反対する者や 賛否の意思を決めていない者に対し自分の意見に賛同を求めるために行います。

和束町議会だより
主な質疑

賛成討論（畑
はた

　武
たけ

志
し

議員）

早期再開が望まれる

活発に活用を
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保
険
証
の
返
還
を
求
め
、
引
き
換
え

に
発
行
す
る
国
保
資
格
の
証
明
書
。

医
療
機
関
窓
口
で
は
い
っ
た
ん
10
割

負
担
す
る
。

Ｑ�　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
4
名
。
何
を
さ
れ
る
の

か
。

Ａ�　

農
業
委
員
制
度
改
革
に
伴

い
設
置
さ
れ
た
。
地
域
計
画

策
定
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
。

Ｑ�　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状

況
は
。

Ａ�　

弁
当
の
配
達
方
式
を
と
っ

て
い
る
。
食
中
毒
に
配
慮
し

置
き
配
は
難
し
く
、
秋
か
ら

冬
の
活
動
に
な
る
。

Ｑ�　

活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
い
っ

た
ん
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て

検
討
し
、
進
め
る
べ
き
は
進

め
、
改
め
る
も
の
は
改
め
る

べ
き
で
は
。

Ａ�　

役
員
で
検
討
し
、
計
画
的

な
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ�　

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
が
一
斉
に
悪
く
な
れ
ば

ど
う
更
新
す
る
の
か
。

Ａ�　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
策
定

し
て
お
り
、
全
部
一
気
に
と

い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｑ�　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ラ
ン

ド
は
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

Ａ�　

森
林
環
境
や
松
の
群
生
地

で
あ
る
こ
と
を
う
ま
く
活
か

し
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
と
コ

ラ
ボ
し
て
自
転
車
の
聖
地
に

し
た
い
。

Ｑ�　

路
線
バ
ス
の
利
用
者
減
少

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ�　

路
線
再
編
の
結
果
、
乗
車

密
度
は
改
善
し
て
い
る
。

Ｑ�　

町
道
中
溝
学
校
線
に
つ
い

て
の
地
元
説
明
会
は
。

Ａ�　

現
在
、
1
工
区
部
分
を
施

工
し
て
お
り
、
2
工
区
は
来

年
度
に
な
る
。
説
明
会
開
催

の
計
画
を
し
て
い
る
。

Ｑ�　

総
合
保
健
福
祉
施
設
の
全

体
的
な
こ
と
が
見
え
て
き
て

い
な
い
。
住
民
へ
の
説
明
が

不
十
分
で
は
な
い
か
。
配
慮

が
必
要
。

Ａ�　

説
明
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
は
実
感
し
て
い
る
。
新
た

な
チ
ラ
シ
等
で
、
利
用
の
仕

方
な
ど
丁
寧
に
説
明
す
る
。

　決算特別委員会では、令和5年度の一般会計及び各特別会計（湯船財産区特別会計は除く。） について「反対」「賛成」それぞれの立場から討論が行われました。
　ここでは、一般会計決算への賛成討論と反対討論を掲載します。

①�全額公費による町葬の実施は法の下の平等に反し、
極めて不当。実施の是非判断は、広く住民の意見
を聞き、賛成・反対の両論を踏まえた上で慎重に
判断されるべきだった。
②�異常な物価高騰から暮らしと生業を守り支える町
独自の取組が極めて弱かった。国の財源頼みで、
基金の活用も含め、町独自の対策は検討もされな
かった。
③�定住対策の強化、充実に十分取り組めていない。
子育て支援の充実と住宅の整備・確保が重要だが、
大変弱い。ある程度の規模の公的住宅の整備に町
が責任を持って取り組み、定住の受皿をつくるべ
き。

④�公共交通充実の取組が不十分。路線バスの値上げ
に抗議も、撤回も求めず、やすやすと値上げを許
した町の姿勢に最大の問題がある。また、Ｗａｚ
Ｃａｒは生活の足としての役割を果たせていない。
⑤�高齢者の暮らしを支える施策が乏しい。高齢者の
暮らしは、厳しい状況が続いているが、町独自の
支援はほとんどない。またシルバー人材センター
の早期創設を改めて求める。
⑥�相楽東部広域連合の在り方を見直し、特に教育委
員会、広報などの事務は町の事務に戻す必要があ
る。教育委員会を連合で運営するメリットはなく、
教育という重要な分野を町や町議会で議論できな
い、対応できない弊害は極めて大きい。
　以上の理由から反対する。

※�討論は議員が議案に対する自身の賛成又は反対の意見を表明すること。自分の意見に反対する者や 賛否の意思を決めていない者に対し自分の意見に賛同を求めるために行います。

和束町議会だより
主な質疑

反対討論（岡
おかも と

本正
しょう

意
い

議員）

今後の活性化センター事業は

マウンテンバイクランドの今後は

町道中溝学校線
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契
約
・
条
例
改
正
な
ど

和
束
町
総
合
保
健
福
祉
施
設
建

設
工
事
請
負
契
約
（
第
2
回
変

更
）工

期
を
令
和
7
年
1
月
31
日

ま
で
延
長

和
束
町
総
合
保
健
福
祉
施
設
医

療
機
器
（
電
子
カ
ル
テ
等
）
購

入
契
約
の
締
結

契
約
金
額

�

3
0
4
7
万
円

契
約
相
手
方

�

㈱
三
笑
堂
奈
良
中
央
支
店

和
束
町
総
合
保
健
福
祉
施
設
医

療
機
器
（
理
学
療
法
機
器
）
購

入
契
約
の
締
結

契
約
金
額

�

1
0
2
3
万
円

契
約
相
手
方

�

㈱
三
笑
堂
奈
良
中
央
支
店

和
束
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

令
和
6
年
12
月
2
日
を
も
っ

て
従
来
の
紙
の
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
へ
の
対
応

湯
船
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
変
更

計
画
年
次
を
1
年
間
延
長
。

橋
り
ょ
う
に
係
る
事
業
費
や

そ
の
財
源
内
訳
等
の
増
額
。

問�　

総
合
保
健
福
祉
施
設
整
備

事
業
で
約
４
０
０
０
万
円
の

補
正
の
内
容
は
。

答�　

仮
設
駐
車
場
の
本
設
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

問�　

Ｗ
ａ
ｚ
Ｃ
ａ
ｒ
の
運
用
に

つ
い
て
、
次
年
度
に
向
け
て

議
論
さ
れ
る
が
、
湯
船
以
外

の
住
民
の
意
見
は
ど
う
反
映

す
る
の
か
。

答�　

広
く
住
民
の
意
見
を
聞
き

和
束
町
交
通
運
営
協
議
会
で

議
論
し
改
善
し
た
い
。

問�　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
そ
も
そ
も
自

然
界
に
存
在
し
な
い
。
汚
染

源
の
特
定
を
。

答�　

調
査
地
点
を
増
や
す
よ
う

検
討
す
る
。

問�　

デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ
ン
ト

事
業
と
は
何
か
。

答�　

茶
源
郷
ポ
イ
ン
ト
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
も
の
で
、
直
接

住
民
に
支
払
う
も
の
を
よ
り

早
く
住
民
に
届
け
る
。

問�　

デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ
ン
ト

事
業
は
住
民
生
活
の
支
援
、

地
域
経
済
を
回
す
た
め
と
い

う
の
は
わ
か
る
が
、
国
の
お

金
が
な
け
れ
ば
動
か
な
い
と

い
う
の
は
意
味
が
な
い
。
財

源
確
保
の
見
通
し
は
あ
る
の

か
。

答�　

町
内
で
の
利
用
で
、
町
内

業
者
の
所
得
が
上
が
り
、
所

得
が
上
が
る
こ
と
で
税
収
が

入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

地
域
経
済
を
回
し
た
い
。

問�　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
の

廃
止
の
方
向
性
は
。

答�　

消
防
水
利
と
し
て
使
用
し

て
お
り
、
そ
の
検
討
も
必
要
。

和束町議会だより
議会で決まったこと

　

令
和
6
年
度
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計

合
わ
せ
て
1
億
3
6
5
1
万
円
。
公
営
企
業
会
計
（
簡

易
水
道
・
下
水
道
）
は
収
益
的
支
出
1
1
0
万
円
、
資

本
的
支
出
2
5
1
万
4
0
0
0
円
。

○一般会計補正予算

　・デジタル地域ポイント事業� 2023万1000円
　・障害者自立支援給付事業� 1166万円
　・総合保健福祉施設整備事業� 4183万1000円
　・物価高騰緊急支援給付（補足給付）事業� 584万円
　・予防諸経費� 640万円

○簡易水道事業補正予算

　・配水管布設� 200万円

○国民健康補正予算

　・医薬材料費� 920万7000円

○簡易水道事業補正予算

　・下水道管布設替� 50万円

○介護保険補正予算

　・介護予防サービス給付事業� 200万円

現在の仮設駐車場



7

意
　
見
　
書

　

第
3
回
定
例
会
（
9
月
）
に
次
の
と
お
り
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

①�

再
審
法
改
正
に
向
け
た
速
や
か
な
議
論
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　
　
　

髙
山
豊
彦　

議
員

�

賛
成
者　

7
人

�

反
対
者　

1
人

②�

健
康
保
険
証
の
廃
止
中
止
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　
　
　

岡
本
正
意　

議
員

�

賛
成
者　

2
人

�

反
対
者　

6
人

③�

食
糧
の
安
定
供
給
に
関
す
る
意
見
書

�

提
出
者　
　
　

岡
本
正
意　

議
員

�

賛
成
者　

2
人

�

反
対
者　

6
人

可 

決
否 

決
否 

決

各議員の賛否 令和６年第３回定例会（９月）に、提出された議案のうち賛否がわかれたもの

監
査
委
員
選
任
に
同
意

　

前
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
監
査
委
員

に
次
の
方
が
選
任
さ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

�

渡わ
た
な
べ邉　

正ま
さ

徳の
り　

氏

�
（
任
期　

令
和
6
年
11
月
19
日
か
ら
令
和
10
年
11
月
18
日
）

会
議
区
分

議案名
審
議
結
果

議員名

村
山
一
彦

宗
　
健
司

山
本
達
也

髙
山
豊
彦

井
上
武
津
男

岡
本
正
意

畑
　
武
志

小
西
　
啓

岡
田
　
勇

吉
田
哲
也

委 令和５年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○

委 令和５年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○

委 令和５年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について認定 － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○

委 令和５年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○

委 令和５年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○

委 令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○

本 和束町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 －

本 再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 －

本 健康保険証の廃止中止を求める意見書 否決 × × ○ × × ○ × × 欠 －

本 食糧の安定供給に関する意見書 否決 × × ○ × × ○ × × 欠 －

※会議区分　本は本会議　委は決算特別委員会　　○は賛成　×は反対　欠は欠席　－は採決に加わらない
　吉田哲也議長は本会議の採決に、村山一彦決算特別委員長は決算認定の採決に加わりません。

和束町議会だより
意見書、議員賛否
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和束町議会だより
一般質問

　₉月10日に行った一般質問には、３人の議員が質問に　₉月10日に行った一般質問には、３人の議員が質問に
立ち、町長等に対して様々な課題についてただしました。立ち、町長等に対して様々な課題についてただしました。
各議員の質問項目を紹介します。各議員の質問項目を紹介します。

　一般質問は、町の行財政全般にわたる議員主導による政策論議です。
　質問時間は答弁を含め１時間以内で、時間内に何度でも質問できます。記事は質問順で、
内容は本人から提出された要約原稿です。
　詳細は、後日ホームページに掲載する議事録と和束町チャンネルでご確認ください。

一 般
質 問

町政を問う！町政を問う！
� 提案する！� 提案する！

①髙山 豊彦 議員　（₉ページ）
１．第５次総合計画の前期基本計画及び総合戦略の課題を問う
２．医療的支援について

②山本 達也 議員　（10ページ）
１．和束町の防災対策は
２．和束町水道水の安全性は
３．和束町ホームページの改修状況は
４．空き家を空き家バンクに提供いただくための新たな仕組みや施策は

③岡本 正意 議員　（11ページ）
１．保険証廃止の中止、存続を　　２．「酷暑・猛暑」対策の強化、改善を
３．町道の改修について　　　　　４．移動販売「茶太郎」の終了をうけて
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問
　

第
5
次
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
等
の
課
題
は
。

答
　

町
長

　

社
会
情
勢
を
見
据
え
な
が
ら
、

事
業
の
進
行
管
理
を
行
い
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
持
続
可
能
な
行

政
運
営
に
取
り
組
む
。

問
　

Ｗ
ａ
ｚ
Ｃ
ａ
ｒ
の
運

営
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｙ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｅ
が
関
わ
る
業
務
内
容
は
。

答
　

総
務
課
長

　

運
行
業
務
全
般
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問
　

今
年
4
月
以
降
の
月

別
利
用
状
況
は
。

答
　

総
務
課
長

　

※
答
弁
内
容
は
左
記
表
の
と

お
り
。

問
　

6
月
以
降
減
少
し
た

の
は
予
約
方
法
や
運
行
時
間
の

変
更
が
原
因
、
7
月
か
ら
湯
船

地
区
、
8
月
19
日
か
ら
そ
の
他

の
地
区
の
予
約
方
法
を
変
更
し

増
加
し
て
い
る
。
よ
り
利
用
し

や
す
い
運
行
に
変
更
が
必
要
。

答
　

総
務
課
長

　

高
水
準
の
運
行
を
目
指
し
検

討
し
て
い
く
。

問
　

山
城
ヤ
サ
カ
交
通
を

除
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
登
録
数
は
。

答
　

総
務
課
長

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｙ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｅ

11
名
、
総
務
課
職
員
5
名
、
計

16
名
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

運
行
形
態
は
、
福
祉

的
な
要
素
や
観
光
も
関
連
す
る

が
、
ど
う
い
っ
た
形
で
議
論
さ

れ
た
の
か
。

答
　

総
務
課
長

　

町
長
や
関
係
課
長
、
湯
船
区

長
と
も
協
議
を
し
、
地
域
公
共

交
通
会
議
で
も
承
認
を
い
た
だ

い
た
。
自
家
用
有
償
運
送
は
初

め
て
の
取
り
組
み
で
、
ご
利
用

の
皆
様
の
満
足
度
が
得
ら
れ
る

よ
う
協
議
し
、
模
索
し
な
が
ら

運
行
し
て
い
る
。
よ
り
良
い
運

行
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問
　

令
和
7
年
度
以
降
の

検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　

総
務
課
長

　

具
体
的
な
協
議
は
進
め
て
い

な
い
が
、
地
域
の
中
で
運
行
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

問
　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

が
難
し
い
と
考
え
る
が
、
広
く

公
募
し
女
性
の
方
の
協
力
も
働

き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答
　

町
長

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
今
後
の

課
題
と
な
る
。
雇
用
の
創
出
と

い
う
点
か
ら
も
地
域
の
方
の
募

集
や
団
体
か
ら
の
声
掛
け
も
考

え
た
い
。

問
　

下
水
道
事
業
の
課
題

は
。答

　

建
設
事
業
課
長

　

下
水
道
整
備
当
初
の
起
債
の

元
利
償
還
が
大
き
く
、
使
用
料

収
入
で
は
必
要
な
経
費
の
回
収

が
で
き
な
い
た
め
、
基
準
外
繰

入
金
で
維
持
し
て
い
る
。
中
央

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
更
新

を
迎
え
る
中
、
経
営
を
継
続
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。

問
　

人
口
が
減
少
す
る
中

で
事
業
を
ど
う
運
営
す
る
か
、

早
急
に
議
論
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

　

町
長

　

住
民
の
皆
様
に
現
状
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
を
円
滑
に
進
め

た
い
。

医
療
支
援
の
考
え
方
を
問
う

問
　

①
が
ん
治
療
に
伴
う

外
見
変
化
を
ケ
ア
す
る
「
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
」
や
、
②

帯
状
疱
疹
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
支
援
の
考
え
は
。

答
　

福
祉
課
長

①�

ど
う
い
っ
た
支
援
が
必
要
な

の
か
、
町
長
・
医
療
関
係
者

・
当
事
者
や
ご
家
族
の
意
見

を
聞
き
検
討
・
協
議
し
た
い
。

②�

国
・
京
都
府
の
動
向
を
注
視

し
議
論
を
深
め
た
い
。

※�

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
は
、
医
学

的
・
整
容
的
・
心
理
社
会
的
支
援
を

用
い
て
、
外
見
の
変
化
に
起
因
す
る

が
ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア

�

（
厚
生
労
働
省
H
P
）

和束町議会だより
一般質問

後期基本計画策定に
幅広い関係者と十分な議論を！

横の連携は重要、プロジェクトチームで
十分議論し事務を進める。町長

湯船
地区

その他
エリア 計

４月 185人 35人 220人

５月 200人 21人 221人

６月 107人 16人 123人

７月 131人 12人 143人

８月 147人 21人 168人

髙
た か

山
や ま

 豊
と よ

彦
ひ こ

 議員
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問
　

和
束
町
の
防
災
対
策

は
。答

　

町
長

　

和
束
町
防
災
会
議
の
地
域
防

災
計
画
に
従
い
的
確
で
正
確
な

情
報
共
有
に
加
え
、
町
民
自
身

も
防
災
計
画
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
確
認
し
自
助
・
共
助
を
願

い
た
い
。
そ
の
上
で
行
政
が
生

命
・
財
産
を
守
る
支
援
を
す
る
。

答
　

総
務
課
長

⑴�

和
束
町
の
対
口
支
援
自
治
体

は
な
い
。
京
都
府
の
派
遣
要

請
に
よ
り
支
援
を
行
う
。

※�

対
口
支
援
と
は
被
災
市
区
町
村
ご
と

に
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
を
原
則

と
し
て
１
対
１
で
割
り
当
て
る
こ
と

に
よ
り
、
担
当
す
る
都
道
府
県
又
は

指
定
都
市
を
決
定
し
、
対
口
支
援
団

体
が
基
本
的
に
自
ら
完
結
し
て
応
援

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
。
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
方
式
と
も
呼
ば
れ
る
。

⑵�

食
料
及
び
水
の
備
蓄
量
は
町

民
全
体
の
1
～
2
日
分
に
当

た
る
飲
料
水
5
0
0
㎖
、
5

6
8
0
本
、
2
食
分
入
缶
入

り
パ
ン
1
8
0
0
缶
、
ア
ル

フ
ァ
米
4‌

6
8‌

0
食
を
防
災

備
蓄
倉
庫
、
各
公
民
館
に
備

え
て
い
る
。

⑶�

各
地
区
の
避
難
場
所
と
避
難

経
路
は
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布

し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

で
告
知
。
避
難
所
開
設
時
に

は
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
エ

リ
ア
メ
ー
ル
で
周
知
す
る
。

⑷�

全
て
の
避
難
場
所
の
生
活
環

境
（
冷
暖
房
空
調
設
備
、
ト

イ
レ
環
境
、
間
仕
切
り
テ
ン

ト
、
ベ
ッ
ド
）
は
10
ヵ
所
の

指
定
避
難
場
所
全
て
冷
暖
房

空
調
、
ト
イ
レ
は
整
備
。
た

だ
し
小
中
と
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

に
は
空
調
設
備
は
な
い
。
間

仕
切
り
テ
ン
ト
、
簡
易
ベ
ッ

ド
は
小
学
校
、
Ｂ
＆
Ｇ
の
倉

庫
に
備
蓄
。

⑸�

災
害
時
に
全
住
民
の
病
状

（
血
液
型
、
処
方
箋
、
持
病
・

既
往
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
等
）

を
把
握
す
る
手
段
や
ツ
ー
ル

は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会

の
地
域
支
え
合
い
事
業
で
高

齢
者
世
帯
、
独
居
老
人
世
帯

に
病
状
等
を
記
載
し
た
紙
を

容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保

管
。
消
防
と
も
連
携
。

問
　

突
然
起
こ
る
巨
大
地

震
の
対
応
で
職
員
の
約
半
数
が

町
外
か
ら
通
う
中
、
夜
に
被
災

し
孤
立
化
し
た
ら
役
場
は
機
能

す
る
か
。

答
　

町
長

　

最
大
限
和
束
庁
舎
に
職
員
が

集
ま
れ
る
体
制
を
取
り
た
い
。

二
百
数
十
名
の
消
防
団
員
が
第

一
次
対
応
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
業

務
に
当
た
る
。

問
　

町
民
、
消
防
、
町
職

員
も
全
員
被
災
す
る
中
、
他
に

も
手
を
借
る
仕
組
み
と
し
て
社

会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を

増
や
し
活
用
す
る
べ
き
。
ま
た

全
町
あ
げ
た
避
難
訓
練
を
実
施

し
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
改
善

す
る
べ
き
。
手
が
足
り
な
い
、

避
難
環
境
が
悪
い
等
に
よ
る
災

害
関
連
死
は
絶
対
に
防
ぐ
べ
き
。

そ
の
中
で
災
害
弱
者
と
言
わ
れ

る
要
配
慮
者
は
町
内
に
何
名
居

ら
れ
る
か
。

答
　

総
務
課
長

　

要
配
慮
者
の
数
字
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
役
場
で
救
済
す

る
の
は
限
界
が
あ
り
各
地
区
に

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
願
う
。

木
屋
、
南
で
は
立
ち
上
げ
済
み
、

園
地
区
も
立
ち
上
げ
準
備
中
。

消
防
団
と
連
携
し
て
救
済
活
動

を
す
る
に
は
日
常
か
ら
避
難
訓

練
の
実
施
が
減
災
に
繋
が
る
。

問
　

和
束
町
の
水
道
水
の

安
全
性
に
つ
い
て
、
検
査
実
施

の
間
隔
と
最
新
の
検
査
結
果
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

最
新
の
検
査
結
果
で
水
質
管

理
目
標
設
定
項
目
の
う
ち
原
水

の
数
項
目
に
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の
が
あ
る
が
上
水
処
理
で

問
題
な
い
範
囲
に
あ
る
。
令
和

6
年
度
の
水
源
と
水
道
水
調
査

で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と

も
暫
定
目
標
値
以
下
の
数
値
。

問
　

和
束
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
改
修
の
進
捗
状
況
と
改
修
終

了
予
定
期
日
は
。
ま
た
途
中
経

過
を
見
て
確
認
す
る
の
は
可
能

か
。答

　

総
務
課
長

　

10
月
か
ら
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
な
る
。
途
中
経
過
は
議

員
で
あ
れ
ば
見
る
事
は
可
能
。

問
　

空
き
家
を
空
き
家
バ

ン
ク
に
提
供
い
た
だ
く
た
め
の

新
た
な
仕
組
み
や
施
策
は
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

遠
方
の
持
ち
主
に
は
固
定
資

産
税
通
知
書
に
併
せ
て
働
き
か

け
る
。
町
内
の
持
ち
主
に
は
活

性
化
セ
ン
タ
ー
が
非
常
に
大
き

な
役
割
を
担
い
積
極
的
に
親
身

に
細
か
い
所
ま
で
動
い
て
い
る
。

問
　

空
き
家
を
手
放
す
際

の
支
援
金
の
増
額
が
必
要
だ
が

で
き
る
か
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

現
在
湯
船
、
東
和
束
地
区
は

10
万
円
、
以
外
は
5
万
円
で
京

都
府
の
制
度
に
従
っ
て
い
る
が

積
み
増
し
を
働
き
か
け
て
い
る
。

和束町議会だより
一般質問

自然災害が多発する中、和束町の防災対策は

的確且つ正確な情報共有と防災計画やハザードマップ
確認でまず自助・共助その上で行政支援を行う

町長

山
や ま

本
も と

 達
た つ

也
や

 議員



11

問
　

保
険
証
の
廃
止
中
止

を
国
に
強
く
要
望
す
べ
き
で
は
。

答
　

町
長

　

制
度
周
知
を
徹
底
し
円
滑
な

移
行
を
進
め
た
い
。

問
　

全
被
保
険
者
に
資
格

確
認
書
の
発
行
を
。

答
　

税
住
民
課
長

　

全
被
保
険
者
へ
の
発
行
は
想

定
し
て
い
な
い
。
申
請
に
よ
る

交
付
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

問
　

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た

め
に
も
無
条
件
で
交
付
を
。

答
　

税
住
民
課
長

　

マ
イ
ナ
保
険
証
と
資
格
確
認

書
で
対
応
す
る
。

問
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
も
マ
イ
ナ
保
険
証
も
取
得
は

任
意
で
す
か
。

答
　

税
住
民
課
長

　

任
意
で
す
。

問
　

廃
止
は
マ
イ
ナ
保
険

証
の
強
制
で
は
な
い
か
。

答
　

町
長

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

な
ら
資
格
確
認
書
を
出
す
対
応

で
問
題
な
い
。

酷
暑
・
猛
暑
対
策
の
強
化
、

改
善
を

問
　

小
中
学
校
体
育
館
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
空
調
整

備
を
。

答
　

町
長

　

大
規
模
改
修
が
必
要
で
、
計

画
は
な
い
。

問
　

避
難
所
で
も
あ
り
設

置
は
直
ち
に
検
討
す
べ
き
。

答
　

町
長

　

考
え
て
い
な
い
し
計
画
す
る

つ
も
り
も
な
い
。

問
　

再
度
、
現
場
を
見
て

声
を
聴
か
れ
た
ら
良
い
の
で
は
。

答
　

町
長

　

昨
年
も
今
年
の
夏
前
に
も
確

認
し
た
上
で
、
必
要
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　

全
公
共
施
設
で
の
断

熱
、
遮
熱
の
改
修
を
。
個
人
家

屋
で
の
改
修
補
助
を
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

今
後
、
建
設
す
る
施
設
で
は

考
慮
す
る
。
個
人
改
修
に
は
国

の
補
助
が
あ
る
。

問
　

低
所
得
世
帯
で
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
補
助
を
。

答
　

町
長

　

府
社
協
の
貸
付
制
度
を
周
知

す
る
。

町
道
白
栖
撰
原
線
、
下
島
銭

司
線
の
改
修
を

問
　

傷
み
が
激
し
い
白
栖

撰
原
線
の
改
修
、
舗
装
を
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

職
員
で
清
掃
や
レ
ミ
フ
ァ
ル

ト
補
修
を
実
施
し
た
。

問
　

町
道
下
島
銭
司
線
に

つ
い
て
①
損
壊
、
崩
壊
の
経
過

と
原
因
の
説
明
を
②
損
壊
、
崩

壊
の
責
任
は
③
原
状
回
復
、
通

行
再
開
の
方
向
性
は
。

答
　

町
長

　

①
原
因
は
調
査
中
で
、
解
析

が
で
き
て
い
な
い
②
「
犯
人
さ

が
し
」
を
行
う
指
示
は
出
て
い

な
い
③
通
行
再
開
の
時
期
は
現

時
点
で
未
定
。
広
域
連
合
で
議

論
す
る
。

問
　

町
道
は
町
の
問
題
。

崩
壊
は
今
回
の
工
事
が
原
因
で

あ
り
業
者
責
任
も
あ
る
の
で
は
。

答
　

町
長

　

平
成
5
年
以
来
の
経
過
が
あ

り
、
連
合
と
協
議
し
検
討
す
る
。

移
動
販
売
「
茶
太
郎
」
終
了

を
う
け
て

問
　

受
け
と
め
と
今
後
の

方
向
性
は
。

答
　

町
長

　

移
動
販
売
の
課
題
を
整
理
し

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

問
　

再
開
の
具
体
的
な
メ

ド
は
。

答
　

町
長

　

遅
く
と
も
来
年
度
か
ら
絶
対

に
再
開
し
た
い
。

和束町議会だより
一般質問

国民多数が反対する健康保険証廃止の中止を
政府に要請すべきでは

マイナ保険証はメリットがあり
円滑な制度移行を進める町長

岡
お か

本
も と

 正
し ょ う

意
い

 議員

国民健康保険被保険者証
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･�

副
広
域
連
合
長
に
古
川
博
規
氏
（
京
都
府
副
知
事
）

を
選
任
。

･
一
般
質
問
は
3
名
。

･�

令
和
5
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
賛
成
多
数

で
可
決
。

　
　

令
和
5
年
度
決
算
額

　
　
　

歳
入
総
額

�

24
億
5
3
2
7
万
3
0
0
0
円

　
　
　

歳
出
総
額

�

24
億
5
2
2
6
万
2
0
0
0
円

8
月
定
例
会�

8
月
7
日
午
後
2
時
～

･�

学
校
行
事
と
し
て
の
万
博
の
対
応
、
笠
置
小
学
校

プ
ー
ル
の
修
繕
、
認
定
こ
ど
も
園
の
管
轄
、
ご
み
処

理
方
針
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
分
に
か
か
る
意
思

決
定
に
つ
い
て
2
名
の
議
員
が
一
般
質
問
。

･�

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
専
決
）

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
5
9
1
万
7
0
0
0
円

を
減
額
す
る
も
の
。
全
員
の
賛
成
で
承
認
。

･�

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
5
4
3
万
2
0
0
0
円
を
増

額
す
る
も
の
。
賛
成
多
数
で
可
決
。

令
和
6
年
第
2
回
定
例
会�

7
月
23
日
午
前
9
時
30
分
～

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会

広域連合議会報告

　

8
月
28
日
、
令
和
6
年
度
事

業
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
事
務

調
査
を
行
っ
た
。

　

ま
た
総
合
保
健
福
祉
施
設

（
健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
）

工
事
の
進
捗
状
況
も
調
査
し
た
。

総
務
課

○�

和
束
小
学
校
プ
ー
ル
の
一
般

開
放
に
3
6
6
人
（
町
内
2

5‌

0
人
、
町
外
1
1
6
人
）

の
利
用
。

○�

茶
源
郷
乗
合
交
通
生
活
お
届

け
事
業
は
、
6
月
か
ら
茶
源

郷
和
束
交
通
運
営
協
議
会
が

運
行
。
8
月
19
日
か
ら
は
利

用
の
3
時
間
前
ま
で
の
当
日

予
約
が
可
能
に
。

税
住
民
課

〇�

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

（
補
足
給
付
）
事
業
は
、
定

額
減
税
不
足
額
と
し
て
6‌

0�

2
件
、
2
5
1
4
万
円
を
8

月
29
日
か
ら
振
込
開
始
。

福
祉
課

○
児
童
手
当
給
付
事
業
は
10
月

以
降
増
額
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問�　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で

は
監
視
員
の
確
保
が
課
題
で

あ
っ
た
。
ど
れ
く
ら
い
確
保

で
き
た
か
。

答�　

6
名
を
確
保
し
、
4
名
体

制
で
監
視
。
監
視
員
は
救
急

救
命
講
習
を
受
講
し
て
も
ら

っ
た
。

問�　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
出
産
・
子
育
て
応
援
事

業
の
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
を
張

る
べ
き
で
は
。

答�　

事
業
者
の
協
力
の
も
と
京

都
府
が
管
理
し
て
い
る
サ
イ

ト
で
あ
り
、
確
認
が
必
要
。

問�　

国
保
診
療
所
で
診
察
後
、

薬
や
会
計
ま
で
の
待
ち
時
間

が
長
い
。
改
善
を
。

答�　

体
制
も
含
め
て
調
整
し
た

い
。

問�　

団
塊
の
世
代
が
次
々
と
後

期
高
齢
者
医
療
に
入
っ
て
く

る
。
人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込

み
も
定
員
オ
ー
バ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
増
や
す
べ
き
で
は
。

答�　

国
保
ド
ッ
ク
の
状
況
と
合

わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

京
都
地
方
税
機
構
議
会

和束町議会だより
委員会報告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

  畑
  井上・山本
  小西・村山

照明設備がLEDに　海洋センター

待ち時間の短縮を
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京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

令
和
6
年
第
2
回
定
例
会�

8
月
9
日
午
後
1
時
30
分
～

･�

副
広
域
連
合
長
に
古
川
博
規
氏
（
京
都
府
副
知
事
）

を
選
任

･
一
般
質
問
は
4
名

･�

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
専

決
）、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号

専
決
）
は
、
全
員
賛
成
で
承
認
。

･�

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
は
、

全
員
賛
成
で
可
決
。

･�

令
和
6
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
賛
成
者
多
数
で
可
決
。

･�

令
和
5
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
・
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
賛
成
者
多
数

で
認
定
。

　
　

令
和
5
年
度
一
般
会
計
決
算

　
　
　

歳
入
決
算
額

�

11
億
1
0
7
7
万
8
7
5
1
円

　
　
　

歳
出
決
算
額

�

10
億
1
7
6
0
万
1
5
0
9
円

　
　

令
和
5
年
度
特
別
会
計
決
算

　
　
　

歳
入
決
算
額

�

4
1
6
4
億
9
1
6
6
万
4
5
4
1
円

　
　
　

歳
出
決
算
額

�

4
0
5
9
億
3
9
2
1
万
8
4
6
8
円

･�

「
保
険
料
・
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
な
ど
、
制
度
の

改
善
に
関
す
る
請
願
書
」「
現
行
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
の
存
続
を
国
に
求
め
る
請
願
書
」
は
、

賛
成
者
少
数
で
不
採
択
。

　

9
月
4
日
に
開
催
し
た
産
業

常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
6
年

度
事
業
の
進
捗
状
況
の
説
明
を

う
け
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
5
月
の
路
面
崩
壊
以
降
、

通
行
止
め
が
続
い
て
い
る
府
道

宇
治
木
屋
線
犬
打
峠
上
り
口
付

近
、
工
事
中
の
総
合
保
健
福
祉

施
設
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

【�

令
和
6
年
度
事
業
へ
の
委
員

の
意
見
】

･�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

内
容
は
。

･�

空
家
の
活
用
状
況
、
移
住
希

望
者
の
負
担
軽
減
を
。

･�

移
住
者
の
年
代
等
の
特
徴
は
。

･�

移
動
販
売
事
業
終
了
の
経
過
、

要
因
は
。

･�

日
帰
り
ツ
ア
ー
や
農
泊
体
験

事
業
の
現
状
と
今
後
の
方
向

性
。

･�

町
道
撰
原
下
島
線
の
進
捗
状

況
は
。

･�

水
道
、
下
水
道
委
員
会
の
開

催
状
況
は
。

･�

星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
誘
致
、
協

定
事
業
の
状
況
は
。

･�

ご
み
の
分
別
、
特
に
プ
ラ
ご

み
の
取
り
扱
い
。

･�

Ｐ
Ｆ
О
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
О
Ａ
の
水

質
検
査
結
果
と
今
後
の
対
応

は
。

･�

集
落
内
河
川
の
浚
渫
な
ど
豪

雨
対
策
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

注
意
報
発
令
へ
の
対
応
。

･�

援
農
者
の
労
働
環
境
な
ど
の

相
談
体
制
整
備
や
情
報
提
供

を
。

･�

コ
メ
不
足
や
価
格
高
騰
の
実

態
把
握
、
安
定
供
給
に
む
け

て
政
府
へ
要
望
を
。

【
現
地
調
査
①
府
道
崩
落
現
場
】

　

復
旧
・
通
行
再
開
の
め
ど
に

つ
い
て
府
土
木
事
務
所
よ
り
説

明
を
う
け
、
崩
落
個
所
の
上
部

を
復
旧
し
た
上
で
下
部
の
工
事

を
行
う
、
工
事
期
間
は
上
部
に

約
3
カ
月
、
下
部
に
約
2
カ
月

を
予
定
。
年
内
の
通
行
再
開
は

困
難
と
の
見
通
し
で
し
た
。

※�

本
会
議
で
の
町
長
の
報
告
で

は
、
年
内
開
通
へ
府
と
調
整

し
て
い
る
と
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

【�

現
地
調
査
②
総
合
保
健
福
祉

施
設
工
事
現
場
】

　

完
成
に
む
け
工
事
が
進
む
施

設
内
を
案
内
い
た
だ
き
、
診
療

所
や
福
祉
課
、
社
協
な
ど
の
予

定
エ
リ
ア
の
工
事
状
況
を
視
察
。

施
設
は
来
年
4
月
か
ら
の
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広域連合議会報告

和束町議会だより
委員会報告

産
業
常
任
委
員
会

  岡本
  髙山・宗
  岡田・吉田

復旧工事が進む府道宇治木屋線
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今
夏
は
昨
年
以
上
に
酷
暑
と
な
り
ま
し

た
。
残
暑
も
長
引
き
、
秋
は
一
体
ど
こ
に

い
っ
た
の
か
。
以
前
は
9
月
に
開
催
さ
れ
て

い
た
小
中
学
校
の
運
動
会
、
体
育
大
会
も
、

小
学
校
に
続
き
、
今
年
は
中
学
校
も
10
月
開

催
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
、
見
守
る
保
護
者
や
住
民
に
と
っ
て
も
、

や
は
り
運
動
会
は
秋
ら
し
い
季
節
の
中
で
、

が
一
番
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
気
候
が
お
か
し

い
。「
温
暖
化
」
を
通
り
越
し
て
「
沸
騰
化
」

と
も
言
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
10
年

も
し
な
い
う
ち
に
回
復
不
可
能
の
臨
界
点
に

達
す
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
、
農
作
物
の

生
育
へ
の
影
響
、
自
然
災
害
の
大
規
模
化
な

ど
人
間
は
も
ち
ろ
ん
生
物
全
体
の
生
存
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　

運
動
会
の
日
程
だ
け
で
な
く
様
々
な
面
で

の
「
変
更
」
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

�

（
岡
本　

正
意
）

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

髙　

山　

豊　

彦

副
委
員
長　
　

岡　

本　

正　

意

委　
　

員　
　

山　

本　

達　

也

委　
　

員　
　

畑　
　
　

武　

志

委　
　

員　
　

小　

西　
　
　

啓

　　ガイドの会に入られて何年になりますか？

　会が発足し活動をスタートしたのは2010年秋か
らですので14年になります。

　　ガイドの会に入られたきっかけは？

　ガイドの会の方から「入りませんか」とお誘い
を受けたからです。自分が住んでいる地区以外の
知らないところを歩くのは楽しいだろうなと思い
ました。
　　�これまで主にどういった方のガイドをされま
したか？

　大手旅行会社の団体や個人のグループ、修学旅
行生などいろいろあります。

　　困ったことやよかったと感じることは？

　グループを作って引率するので、個人の方が自
由な行動をされると安全面に気を使います。
　良かったことは、茶源郷祭りでガイドをした時、
リピーターの方に「去年も来ました」と言っても
らったことです。

　　ガイドをされた方の反応は？

　歩いていると府道からは見えない美しい茶畑景
観があることに驚かれます。また、茶畑の中の防
霜ファンや寒冷紗を見てとても興味を持たれます。

　　町の魅力として伝えたいことは？

　多くの野鳥の声を聞きながら茶畑を眺めること
が出来る自然の豊かさがあること。古代からの歴
史や和束が万葉集に詠まれていることなどです。
　みなさんに和束の文化や歴史をたくさん知って
好きになっていただきたいと思います。
　　�和束が将来どのような町になってほしいです
か？

　若い人が住みたいと思えるような町になってほ
しいです。
� （取材：髙山豊彦・山本達也）

和束町議会だより

　前号から始まった、様々な方に、和束の「いいとこ」を語っ
ていただく新しいシリーズ「いいとこ和束　私の推し」。
　今回は、「茶源郷ガイドの会」副会長の中

なか

川
がわ

桂
けい

子
こ

さんです。

いいとこ
和束
私の推し ❷

「私の推し」は
豊かな自然と古代からの

歴史や文化

令
和
６
年
11月

15日
発
行
／
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
議
会
／
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
TE
L.0774-78-3003　

FA
X
.0774-78-2799

原山からの風景原山からの風景
第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
中
旬
開
催
予
定
。


